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連　載

はじめに

　妊娠期における育児支援という考え方は最近のもので

はなく，今までもさまざまな観点から論じられていた。

心理社会的に複雑な事情を抱える特定妊婦への支援，妊

娠期からの切れ目ない支援を進めていくための子育て世

代包括支援事業など，産前・産後サポート事業が全国的

に展開されている。妊娠期からの継続的支援の必要性は

認知されつつあるが，実際の活動においては個々の専門

職や施設の努力に委ねられることが多く，具体的な活動

の実践においては課題が残る。そこで，乳幼児精神保健

に基づいた理論的背景やこれまでの活動をとおして得ら

れた知見について紹介する。

妊娠期における支援

　妊娠期の支援は，一般的には妊婦健診における個別の

保健指導，両親学級などの集団指導がある。近年では助

産師外来において母体と胎児のフィジカルチェックや保

健指導が行われ，産後まで継続したケアができることか

ら，その役割が拡大している。しかし，妊娠期の妊婦あ

るいはその夫に対する支援は，出産の痛みへの対処や夫

の立ち合い，母乳育児や育児技術，サポート体制や親に

なることへの心理社会的適応などがあるものの1），安全

な妊娠・出産を目指した出産準備教育に重点が置かれて

いる。

　一方，欧米では，多職種が協力してリスクをもつ母親

や家族に対して予防的にかかわるプログラムである Eu-

ropean Early Promotion Project（EEPP）2），Nurse 

Family Partnership（NFP）3），Maternal Early Child-

hood Sustained Home-Visiting（MECSH）4）5） において

も，ファミリーパートナーシップモデルに基づく産前・

産後の親子支援6） においても，妊娠期からその支援が始

まっている。

　米国における妊娠期のペアレンティング教育 Becom-

ing Parents Program7） では，初めて親になる夫婦がよ

い夫婦関係を維持し，親になって生じる課題に対処でき

る知識や技術を学ぶためのプログラムが構成されてい

る。オーストラリアの Towards Parenthood8） でも，親

になる過程で求められることへの対処の仕方，親子や夫

婦の関係性を高めるためのプログラムが実施されてい

る。このような，出産準備教育や育児技術の取得だけに

とどまらない，生まれてくる子どもとの関係性や親にな

る移行期に注目した支援は日本ではまだ少ない。

胎児に対する母親の愛着

　本項では，胎児に対する母親の感情や胎児とのつなが

りについて理論的な流れを概観する。

　1960年代 Bowlby9）10） が，特定の人物に対して強い

情緒的結びつきを形成することを「愛着」と表現し，子ど

もが示す愛着行動を示した。しかしこれは，生まれた後
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娠期のアセスメントフォーマット（表１）23） をもとに面

接した。母体の健康，出産準備，バースプランについて

も話し合ったが，とくに重点をおいたのが関係性，胎児

への感情，母親になることについてである。

　Ａさんに対しては，関係性について，①夫との関係性，

②実母との関係性（育てられ方，子どものころの体験），

③周囲の妊娠に対する反応・期待を尋ね，Ａさんの夫に

対しては，④妻との関係性，⑤親との関係性（育てられ方，

子どものころの体験）を尋ねた。胎児への感情，母親に

なることに関しては，①胎児に対する感情・期待，②生

まれた子どもに対するイメージ，具体的なプラン（名前，

母乳育児など），③母親・父親になることに関する期待・

不安について尋ねた。妊婦健診の際に病院でもらってき

た超音波写真を用い，Fetal Movement Review23） を参

考にしながら胎動の感じ方について尋ねた。夫婦そろっ

た妊娠期最後の訪問の際には，母親・父親になることの

心がまえを改めて聞くことができた。

の子どもが親などに示す行動に限られていた。同じく

1960年代には，母性看護専門の看護師であるRubinが，

妊娠期における母親の心理的な task 概念を提唱し

た11）。愛着という言葉は用いていないが，妊娠中期には

より一層胎児に対する感情が深まり，子どもがかけがえ

のない存在となる一方，母親になるプレッシャーも与え

られると述べた12）。オーストラリアの Lumley によると，

妊娠初期に胎児を実在する人間だと信じている母親が

30% いた13） ことから，胎動を感じる前から，母親の胎

児への愛着が始まっている可能性を示唆している14）。

Cranley15） は Maternal Fetal Attachment Scale（MFAS）

を作成し，後に Mercer16） の研究をもとに Muller は

Prenatal Attachment Inventory（PAI）を開発し17），妊娠

期の胎児に対する愛着について研究した。Muller の研

究からは，「妊娠期間が長くなり，また胎動を感じるよ

うになるにつれて，妊婦の胎児に対する愛着が深まる」

ことが明らかとなっている18）。日本でも1980年代から

妊婦健診において超音波診断を行うのが一般的とな

り19），今では3D/4D 超音波検査のできる施設も増えた。

井上20） は，Pretorius21） の研究から，3D/4D 超音波検査

は，「胎児の心的イメージを強め，胎児の特徴について

の好奇心を引き起こし，胎児との絆をより感じる」こと

を示唆している。妊娠期間や胎動という要因のほかに超

音波検査が加わることで，さらに胎児の感じ方に影響を

与えることがわかってきた。

妊娠期から産後１年までの個別支援

　筆者らは妊娠期から乳幼児精神保健を専門とする保健

師，助産師，看護師，臨床心理士による妊婦への家庭訪

問支援を１年以上にわたり実施した。この記録はビデオ

教材22） となり，乳幼児精神保健の観点から家族を支援

する理論と実践を紹介している。妊娠中から産後１年ま

での２事例を継続支援したが，本項では妊娠期の支援に

ついて紹介する。

　初産婦のＡさんには妊娠28週から37週の間に４回，

２歳の上の子どものいる経産婦Ｂさんには妊娠36週か

ら37週の間に２回，訪問支援を行った。親子の関係性

のアセスメントと支援を目的とした NCAST（Nursing 

Child Assessment Satellite Training）理論に基づいた妊

基本情報
出産予定日，年齢，結婚の有無，妊娠週数等

現在の状態
現在の妊娠
妊娠歴
医学的背景
メンタルヘルス
セルフケア
教育歴と仕事
関係性
ストレッサー

過去の歴史
喪失とトラウマ
幼少期の経験
母親との関係

将来のビジョン
赤ちゃん（胎児）のイメージ
母親になることのイメージ
子どもが生まれることで毎日の生活がどのように変化
するかというイメージ

（Solchany JE：Promoting Maternal Mental Health During Pregnancy：
Theory, Practice & Intervention. NCAST programs, Seattle，2001．よ
り引用）

妊娠期のアセスメントフォーマット表 １
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　Ｂさんに対しては，初産婦のＡさんと同様の内容に加

えて，①前回の妊娠出産について，②父親の出産立会い

の経験・わが子を初めて見たときの反応，③妊娠期の過

ごし方と今回の立ち合いにあたって，④上の子どもへの

説明と配慮，⑤想像する私の赤ちゃんに関して，私の赤

ちゃんの予測シート（My Baby Predictions）23），おなか

の赤ちゃん（Movement Interpretation Questionnaire）

（表２）23） を用いて胎児について話し合った。

　妊娠中から母親・父親とかかわっていたことで，子ど

もの誕生後の親の変化や努力がわかり，親子の関係性の

支援をよりスムーズに行うことができた。良好な部分は

ほめて保障していき，親が不安な部分は悩みを解決する

手助けを毎回行った。子どもの誕生前後は，その後長く

続く親子の関係性の構築においてもっとも重要な時期で

あり，この時期に親の気持ちに寄り添い，支持していく

ことで，育児の不全なども予防することができると考え

られる。その後も，出産から子どもの誕生後１年まで支

援を継続して行い，乳幼児精神保健に基づいた産前産後

の実践活動としてまとめることができた。初めての試み

ではあったが，このような多職種による支援の実際を経

験できたことは貴重なことであり，改良しながら継続し

ていきたいと考える。

妊娠期における集団指導による早期育児支援

　最後に，筆者らが実践した「プレママのための赤ちゃ

んクラス」について紹介する。対象は東京近郊の助産院

に通う初産婦であり，もともとある４回のマザークラス

（両親学級）に追加する形で希望者を募集し，受講しても

らった。１年間の異なる時期に３回開催し，毎回４〜７

名の受講者がおり，夫婦での受講者もいた。講師は乳幼

児精神保健を専門とした，NCAST の PCI（Parent Child 

Interaction）インストラクター有資格者と NCAST 有資

格者の助産師２名で行った。

　クラスの内容は，①自己紹介，②胎児の発育と感覚器

の発達，③出生直後の新生児の行動と能力，④新生児の

意識レベルの状態（睡眠と覚醒）24）25），⑤乳幼児のサイン

の読み取り方26） とぐずったときの対処法，⑥新生児の

self regulation24） についてで，少人数の参加型形式でク

ラスを行った27）。

　クラスを受講して何が役立ったかについて，参加者の

感想をみると「赤ちゃんのサインの出し方と読み取り」

「出生直後の赤ちゃんが母親のわらべ歌に反応すること」

「ぐずったときの対処の仕方」「胎児も赤ちゃんも自分自

身をなだめる方法を知っていること」などが受講後のア

ンケートに述べられていた。「妊娠中の身体のことばか

りに関心があって，生まれた後のサインなど勉強したこ

とがなかったので興味深かった」「おなかの赤ちゃんの様

子が少しわかったので想像するのがより楽しみになっ

た」という意見や，「少人数なので話しやすくてよかった」

という感想も聞かれた。産後の１カ月健診では，「妊娠

中の赤ちゃんクラスが役立った」「ぐずったときはあれこ

れ試している」との声がきかれた。

　妊娠中に赤ちゃんとの良好な関係性をつくり，子ども

のサインの読み取り方，なだめ方について知る機会をど

１． 今日の赤ちゃんのキックはどうですか。
（活発な，ゆっくりと動いている，強くはっきりしている，
リズミカル，たくましくしっかりしている，など）

２． 今日のあなたの赤ちゃんの体位（向き）や位置はどうなっ
ていますか。

３． 赤ちゃんの動きを感じたとき，あなたの赤ちゃんは，今
日はどのような気分だと思いますか。

４． この１週間，あなたの赤ちゃんの動きが，興奮していたり，
怒ったりしていると感じた日はありましたか。それはど
うでしたか。

５． とくにキックしたり，動いたりするのが多くなることが
ありますか。

６． 一日のなかのある決まった時間に，赤ちゃんの動きが増
えたり減ったりすることがありますか。

７． あなたの赤ちゃんが，声や音や音楽にどんなふうに反応
していると思いますか。

８． 家族や友達が赤ちゃんの動きを感じることはありました
か。そのときの反応はいかがでしたか。

　　　年　　　月　　　日

（Solchany JE：Promoting Maternal Mental Health During Pregnancy：
Theory, Practice & Intervention. NCAST programs, Seattle，2001．よ
り引用）

おなかの赤ちゃん表 ２
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うやってつくり出すか，今ある両親学級などのプログラ

ムのなかにいかにして取り入れていくかが課題となる。

おわりに

　本稿では，妊娠中における親と子の関係性に関する理

論的背景，妊娠中の母親と家族への支援の実際を，家庭

訪問による個別支援と少人数制の集団指導によるアプ

ローチの２つを例に取り上げて紹介した。妊娠中におけ

る早期支援がいかに重要であるかの理解が深まり，この

活動が広く実践されていくことを望んでやまない。今後

も研究を積み重ね，現代のニーズに合った実践や応用を

していくことが課題である。
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